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議
会
だ
　
よ
り

今
後
議
会
活
動
の
状
況
芋
に
つ
い
て
、
機
会
あ
る
毎
／

l
売
口
根
に
お
知
ち
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
‘
今
回
は
逝

く
な
り
ま
し
た
が
議
会
楠
戒
の
状
況
と
、
新
議
会
が
発

足
以
来
現
在
ま
で
に
詳
説
の
焦
点
と
な
っ
た
案
件
、
高

い
は
議
決
に
よ
り
執
行
に
移
さ
れ
て
い
る
政
策
等
の
概

要
を
記
し
御
参
考
に
供
し
ま
す
．

がんお報村

議
会
構
成

議
　
長
　
柴
田
貫
蔵

訓
読
長
　
有
言
茂
也

常
任
委
員
会
委
員
名

総
務
財
政
委
員
会

委
員
長
∴
高
島
∴
話
人

副
香
山
長
　
池
痛
∴
頗
一

委
∴
∴
日
∴
∴
有
言
　
茂
也

ク
∴
∴
∴
柴
面
∴
－
待

民
生
文
教
委
員
会

委
岨
二
長
　
仲
野

副
萎
日
夏
　
近
松

委
∴
∴
員
∴
∴
柴
田

ク
　
　
　
柴
田

ク
∴
∴
∴
施
生

土
木
経
済
委
員
会

委
最
長
　
垂
広

調
香
円
長
∴
∴
毛
利

萎
∴
∴
畠
∴
∴
秦

ク
∴
∴
∴
駄
弁

ク
∴
∴
∴
気
球

特
別
委
員
会
委
員
名

産
炭
地
振
興
特
別
委
員
会

委
日
長
　
有
言

副
委
日
長
∴
∴
巾
村

委
∴
∴
員
　
柴
田

ク
∴
∴
∴
高
騰

ク
∴
∴
∴
毛
霜

都
市
合
併
促
進
特
別
委
員
会

番
農
技
　
油
滴
∴
雌
．

学
校
建
築
特
別
委
員
会

委
鼠
∴
良
　
仲
野
　
熔

幽
香
田
長
　
巾
広
∴
∴
新

委
　
員
　
矢
野
　
道
雄

ク
　
　
　
松
井
　
溝

ク
　
　
　
近
松
　
軽
蔑

議
会
活
動
の
経
過

一
、
豊
田
小
学
校
防
音
校
舎

改
築
工
事

商
議
会
に
お
い
て
取
上
げ
ち
れ
推

進
中
で
あ
っ
た
本
問
題
も
漸
く
実
を

結
び
、
三
十
八
年
よ
り
三
カ
年
継
続

亜
薬
と
し
て
決
定
し
た
。

八
月
八
日
入
札
が
行
な
わ
れ
本
体
工

頂
は
福
間
苗
八
千
代
主
薬
が
播
札
。

附
帯
工
宙
は
遊
興
設
碇
、
東
京
カ
ー

テ
ン
、
ウ
ォ
ー
ル
工
業
が
そ
れ
ぞ
れ

落
札
。
本
年
施
工
難
護
は
約
三
一
宍

〇
万
円
で
約
九
割
補
助
檀
業
で
あ
り

九
教
室
が
三
月
迄
に
完
成
す
る
。

愉
工
崎
が
二
カ
月
に
亘
る
こ
と
は
、

整
窮
策
の
上
か
ら
も
穀
ま
し
く
な

い
の
で
、
二
カ
月
に
璃
縮
き
れ
る
よ

う
中
央
と
折
渉
車
で
あ
り
明
る
い
見

通
し
で
あ
る
。

二
、
遠
賀
中
学
校
防
音
校
舎

改
築
工
事

私
共
の
大
事
な
子
弟
の
舞
趨
教
西

の
仕
上
げ
と
．
進
学
甥
を
控
え
大
切

な
時
期
に
、
爆
音
に
よ
り
勉
学
を
開

薯
さ
れ
て
い
る
陣
薬
は
放
置
出
来
な

い
問
題
で
あ
る
。
乏
し
い
村
財
政
で

は
あ
る
が
三
十
九
年
座
揺
薬
と
し
て

．
“
舞
取
上
げ
ら
れ
る
駁
新
た
に
促
進

遊
動
を
鹿
関
し
て
い
る
。

三
、
し
尿
処
理
施
設
組
合
設

立
昨
年
来
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
。

し
尿
処
理
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
間

肩
、
遺
箪
都
斉
以
っ
て
一
部
碕
務
糾

合
を
設
立
し
、
共
同
処
理
に
当
る
こ

し
t
L
な
り
、
五
月
に
認
可
発
足
し
た

工
法
に
つ
い
て
は
「
消
化
法
」
総
工

質
約
一
億
圃
千
万
円
、
染
着
は
荏
原

工
薬
を
漣
達
し
、
現
任
工
華
を
急
い

で
い
る
。

四
、
行
政
事
務
故
替
事
業

役
境
内
の
専
務
能
率
と
村
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
等
の
攻
落
の
た
め
本
年
四

月
か
ら
之
が
第
一
次
改
譜
と
し
て

1
　
窓
口
専
務
の
統
合

2
　
文
蔵
の
術
中
管
理

を
主
眼
に
附
随
し
て
庁
舎
の
改

進
、
組
織
の
改
善
住
民
相
巌
繁

の
護
婿
等
行
な
っ
た
。
相
淡
塁
に

つ
い
て
は
、
村
政
一
般
に
対
す
る

相
談
嘗
楯
、
厳
酷
等
が
あ
れ
ば
受

付
喜
通
じ
て
相
談
室
で
応
接
し
、

記
録
は
村
長
の
閲
覧
に
優
し
、
即

決
戯
束
ね
事
案
に
荊
し
て
は
約
裏

目
迄
に
必
ず
回
答
す
る
怒
続
し

て
い
る
の
で
、
気
軽
に
翻
利
剛
幽

、
こ
う
o

第
二
次
改
浮
と
し
て
．
蘭
の
集
合

徴
収
」
を
研
究
す
る
予
定
で
あ
る

五
、
都
市
合
併
促
進
は
つ
い

て
前
議
会
に
お
い
て
も
祁
市
合
併
即

死
特
別
委
嵐
全
霊
諮
し
、
那
連
合

会
を
組
織
し
て
五
両
と
の
局
的
合
併

を
働
き
か
け
て
来
た
が
、
高
向
の
南

部
肇
屈
等
が
災
い
し
て
実
を
結
ば
な

か
っ
た
。
去
る
七
月
十
五
日
北
九
州

専
竃
市
正
副
護
良
と
郡
の
囲
議
長

と
で
本
間
越
に
対
す
る
悪
戯
会
が
持

た
れ
た
結
果
、
北
九
州
市
と
し
て
は

囲
十
年
ま
で
市
（
議
員
任
期
中
）
に

気
運
を
盛
り
上
げ
て
合
l
舟
の
目
処
看

つ
け
、
四
十
二
年
（
郡
璃
H
の
任
期

）
に
は
吸
収
合
締
し
た
い
と
の
糠
剛

も
あ
り
、
大
局
的
に
将
来
の
本
村
の

経
済
開
発
と
住
民
の
福
利
を
考
え
た

場
合
、
ま
た
北
九
州
証
と
し
て
も
断

ち
し
い
都
市
計
蘭
の
一
般
と
し
て
、

遺
密
都
城
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
必

至
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
早
急
に
本
問
題
を

促
進
す
る
嬰
が
起
り
、
L
月
の
臨
時

議
会
で
都
市
合
併
促
進
憂
口
金
の
設

置
を
議
決
し
、
状
兜
の
分
析
と
共
に

近
日
中
に
郡
連
合
会
斉
発
足
さ
せ
る

運
び
と
な
っ
て
い
る
。

六
、
産
炭
地
振
興
対
策

打
続
く
魔
界
不
況
に
よ
り
開
山
し

た
二
斐
新
入
撃
抗
の
本
村
に
与
え
、

た
膨
諸
は
大
き
く
、
駄
櫓
椛
そ
の
他

の
税
収
の
減
、
失
業
人
目
の
激
増
と

生
活
保
護
藍
…
の
急
増
、
ま
た
こ
れ

に
蹄
随
し
て
起
る
有
形
無
形
の
行
政

郊
策
に
対
し
て
薬
窪
於
て
も
濡
損

地
殻
輿
特
別
委
員
会
を
設
統
し
、
こ

の
地
域
の
振
興
対
策
を
検
討
し
て
い

る
。
炭
坑
跡
地
に
つ
い
て
は
一
療
柚

が
譲
受
け
、
工
域
等
の
誘
簾
に
諦
め

る
と
異
に
産
炭
地
韻
事
薬
繭
と
拠

鵜
し
て
、
こ
ね
が
開
発
に
金
力
を
注

い
で
い
る
。

（
賓
へ
続
く
）
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現
惹
礫
農
高
跡
を
博
業
鋼
に
売
却

し
、
押
葉
闇
は
こ
の
硬
接
で
対
畦
の

准
未
と
農
井
野
の
陥
露
地
を
埋

め
、
一
一
年
顔
内
に
工
嬰
塞
鼓
す
る

計
画
で
あ
る
。
岡
杜
王
政
の
二
賢

二
区
に
つ
い
て
は
頭
目
木
工
薬
ク
ラ

ブ
、
そ
の
他
雰
通
じ
て
楽
界
の
P
R

に
窮
め
て
い
る
が
、
事
業
団
の
計
画

と
粕
倹
っ
て
こ
の
地
域
一
括
約
十
万

日
の
工
場
岡
地
を
企
闇
し
て
い
る
。

敬
意
有
用
地
味
に
は
既
に
九
州
モ

ー
ル
ド
工
崩
が
操
業
中
で
あ
り
、
更

生
津
に
も
新
商
工
薬
の
進
出
が
ほ
ほ

決
定
し
た
。

七
、
虫
生
浅
水
通
番
葉

虫
仕
種
一
帯
の
水
質
は
筏
め
て
悪

く
、
従
来
炭
坑
が
給
水
邦
楽
を
行
っ

て
い
た
が
、
閉
山
に
よ
り
こ
れ
を
放

棄
地
来
な
い
の
で
、
五
男
一
日
よ
り

水
道
繋
有
村
に
移
辞
し
経
営
中
で

あ
る
。
三
菱
と
は
契
約
に
よ
り
炭
坑

の
貢
に
帰
す
る
重
し
の
施
設
右
党
碗

し
引
継
い
で
い
る
が
、
給
水
確
閥
が

鞍
手
町
有
門
地
塚
を
含
む
の
で
田
町

と
の
一
蔀
事
務
糾
合
泰
設
服
し
て
、

異
同
処
璃
す
る
た
め
高
一
脇
議
会
を

持
っ
て
検
討
中
で
あ
り
、
近
く
認
可

の
遊
び
と
な
る
見
込
み
。

八
、
炭
技
能
職
者
緊
急
厳
労

対
策
事
業

こ
れ
も
炭
坑
の
閉
山
に
よ
り
起
さ

れ
た
菅
栄
で
あ
る
二
一
十
七
年
度
か

、
ら
絡
め
、
現
在
二
十
一
名
が
就
労
し

て
お
り
∵
二
十
九
年
庇
ま
で
に
山
手

線
近
路
の
払
幅
上
世
が
完
了
の
予
走

で
あ
る
．

総
担
良
約
四
、
匹
0
0
米
（
若
松
－

千
代
丸
田
）
恒
良
ハ
、
五
米
繊
助
率

一

＼

、

ノ

バ

I

九
、
芦
屋
鉄
道
跡
地
の
県
道

移
籍芦

尿
線
跡
地
は
声
華
町
と
当
村
で

仕
上
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
斉
県
道
に
移
醤
す
る
よ
っ
曳
l
と

笑
醤
中
で
あ
る
が
、
県
も
一
時
に
多

織
の
縫
箋
腿
は
輝
態
で
あ
る
の
で

防
衛
道
端
と
し
て
の
防
衛
屑
で
一
説

負
担
さ
れ
る
よ
う
中
央
と
斬
渉
中
で

あ
る
。
こ
れ
が
喪
観
す
る
と
、
前
述

の
山
手
鎌
或
い
は
県
通
鹿
渡
熊
山
親

等
と
相
倹
っ
て
バ
ス
逆
行
も
可
能
と

な
り
、
相
克
関
都
の
開
発
に
有
力
な

手
掛
り
を
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
∪

十
、
震
藷
構
造
改
善
事
業

懸
案
で
あ
っ
た
本
蕃
思
定
地

域
と
な
り
本
年
疎
が
調
禿
期
間
で
あ

る
が
．
村
内
各
旭
か
ら
広
く
人
材
を

求
め
て
推
進
鶴
議
会
が
持
た
れ
揮
業

計
画
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
将
来
の
熱
帯
計
画
或
い
は

岡
の
離
水
院
除
計
画
等
と
併
行
し

て
、
抜
本
的
臓
薬
政
策
と
し
て
垂
婁

な
政
策
の
三
で
あ
る
。

十
「
　
遠
賀
川
駅
前
の
美
化

に
つ
い
て

演
談
会
に
お
い
て
速
狩
川
蔀
蕗
か

ら
謂
順
の
あ
っ
た
駅
前
水
路
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
村
の
玄
関
口
の
美
化

と
も
関
連
し
て
、
関
係
部
蕗
の
虚
血

も
牽
き
慎
重
に
検
討
中
で
あ
る
。

現
存
の
水
路
は
猿
摸
し
て
測
濯
と

し
、
前
蕗
を
拡
張
し
練
化
す
る
悠
児

が
強
く
、
上
流
の
排
水
問
題
に
つ
い

て
は
鮭
議
進
攻
喜
郎
染
筆
と
開
通

し
て
別
途
計
画
す
る
予
定
で
あ
る
。

十
二
、
西
川
改
修
工
事
と
埋

立
地臨

鉱
法
に
塞
く
関
川
改
修
工
事
は

第
一
期
上
世
を
終
わ
近
く
鴻
二
期
工

邦
が
始
ま
る
が
、
こ
れ
が
完
成
す
る

と
鞍
手
町
木
月
橋
か
ら
河
口
ま
で
の

複
接
が
な
さ
れ
、
西
川
排
水
は
相
当

の
改
淫
が
期
待
さ
れ
る
∵
ま
た
こ
の

廃
土
を
役
域
喋
に
壇
立
中
で
あ
り
、

約
回
町
夢
の
埋
立
が
議
成
さ
れ
将
来

の
村
の
中
心
街
と
し
て
発
煙
が
約
束

さ
れ
て
い
る
）

十
三
、
米
軍
射
線
輩
様
の
撒

膜
と
墓
地
の
撤
去
運
動

人
骨
ハ
円
に
尾
鵬
の
民
寮
に
シ
エ

ッ
ト
殿
に
よ
る
楼
慨
融
が
諜
射
さ
れ

た
蹄
篠
は
、
住
民
の
幕
命
を
彰
や
か

す
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
又
こ
の
危

険
性
と
璧
ロ
が
、
木
材
北
都
地
域
の

開
発
を
阻
害
し
て
い
る
一
大
願
因
で

あ
る
こ
と
賽
え
合
せ
、
八
月
八
日

の
臨
時
議
会
で
関
係
官
庁
並
び
に
米

軍
に
対
し
、
射
爆
輩
波
聾
の
即
時
中

止
と
撤
去
を
求
め
る
こ
と
を
藻
、

起
ち
に
堪
繋
差
姦
し
だ
。
県
議
会

に
お
い
て
も
こ
の
陳
楠
が
採
択
さ
れ

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
中
央
政

脚
に
お
い
て
も
緊
急
に
関
係
者
の
惟

謙
が
な
さ
れ
、
村
長
並
び
に
議
長
等

が
上
京
し
て
実
鱈
の
説
明
と
今
後
の

醤
処
方
奮
毒
し
た
，

十
四
、
交
通
信
号
機
の
殻
龍

田
道
三
琴
線
の
交
通
歳
の
瀬
餌
と

交
通
事
故
の
多
発
か
ち
∴
堪
鮎
川
駅

に
交
通
富
子
殿
が
設
置
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
運
転
者
の
沌
虚
妄
喚
起

し
憤
族
が
絶
滅
す
る
」
善
－
悪
人
で

いる∪

十
五
、
町
制
施
術
に
関
す
る

調
査
嶋
つ
い
て

網
棚
四
年
に
遼
費
村
が
誕
生
し
て

以
来
、
来
年
で
脳
三
十
五
周
年
看
迎

え
る
が
㌧
商
工
発
着
そ
の
他
か
ー
昂

鮒
施
行
に
つ
い
て
の
要
理
も
務
る
の

で
、
議
会
と
し
て
も
こ
れ
の
‥
舞
に

つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
に
な
り
、
総

務
財
政
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い

る。
十
六
、
そ
の
他

①
釜
竃
の
激
増
か
ら
埴
故
を
動
く

た
め
、
本
年
駅
前
国
道
に
曾
っ
投

棄
講
し
た
。

①
冬
期
の
大
l
雪
に
引
続
く
珪
廓
の
た

め
通
路
の
煎
謹
上
き
た
め
、
梅

雨
開
後
に
例
年
の
数
倍
の
砂
利
毛

入
れ
て
道
路
の
保
全
に
努
め
て
い

る。

役
場
事
務
の
改
善
に
つ
い
て

本
村
で
は
四
月
一
目
か
ら
役
域
内
の

事
務
組
織
表
改
善
し
、
従
来
各
課
に
あ

っ
た
皆
様
の
堤
本
的
中
頭
素
記
峨
し
た

い
ろ
い
ろ
の
台
帳
委
統
合
し
て
、
窓
口

業
務
素
一
元
的
に
処
理
す
る
た
め
住

民
課
を
新
設
し
住
民
係
を
設
け
ま

し
た
いそ

こ
で
村
民
皆
さ
ま
の
各
練
届
出
、

異
動
手
続
そ
の
他
耽
明
等
は
す
べ
て
こ

の
「
住
民
係
」
で
取
扱
い
ま
す
か
ら
、

ほ
と
ん
ど
の
用
事
は
こ
の
係
で
遥
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
÷
J
れ
ら
の

届
出
と
か
証
明
祭
は
す
べ
て

『
住
民
登
録
』
　
を
基
覇
と
し

て
事
務
処
理
す
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
「
佳
良
登
録
」
が

し
て
な
か
っ
た
り
住
所
や
黒
壁
．
船

端
人
出
が
実
際
と
ち
が
っ
て
い
る
と
事

務
処
理
上
い
ろ
い
ろ
不
秘
合
を
生
じ
た

り
、
手
続
き
が
出
来
な
い
こ
宗
あ
り

ます。

台
帳
の
記
蝦
事
項
が
即
実
と
ち
が
っ

て
い
る
こ
と
を
役
壁
C
見
付
け
た
噂
に

は
御
通
知
し
孝
す
か
ち
、
御
来
店
の
上

手
続
き
喜
す
ま
せ
て
下
さ
い
1

な
お
畢
務
組
織
後
事
務
不
馴
れ
の
た

め
細
不
便
の
点
も
あ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
皆
様
の
御
理
解
と
細
聴
力
毒
お

棚
い
い
た
し
ま
す
。

『
住
民
相
識
費
』
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
御
使
虚
と
ー
専
務
能
率
右

裁
け
る
た
め
誌
面
玄
関
を
入
っ
て
右
側

に
「
佳
良
相
談
室
」
桑
津
、
蒔
さ
ん

の
栖
華
陳
情
、
譜
栂
申
立
そ
の
他
一

切
の
お
問
合
せ
等
は
「
住
民
相
談
享

で
取
扱
う
こ
し
た
し
て
い
ま
す
。

諸
手
続
．
屑
部
等
「
住
民
係
」
曲
極

事
務
以
外
の
御
用
件
は
立
面
「
受
付
」

え
お
喧
し
些
C
に
な
っ
て
相
談
輩
に
お

山
で
十
さ
い
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も
う
ー
度
ク
選
挙
ク
の

意
義
を
考
え
よ
う

がんお萩村

ー
統
一
地
方
遼
挙
が
行
な
わ
れ
て
は
や

ー
八
カ
月
が
す
ぎ
。
選
挙
に
対
す
る
関
心

…
も
や
や
う
す
ら
い
た
今
日
、
県
下
の
あ

る
町
で
、
公
明
恕
挙
を
推
進
し
よ
う
と

す
る
町
民
大
会
が
開
か
れ
、
そ
の
決
議

案
の
な
か
に
、
買
収
供
応
の
追
放
と
い

…
つ
た
こ
と
と
あ
わ
せ
「
遊
撃
運
動
は
、

一
選
挙
速
効
只
以
外
の
も
の
は
や
ら
な

い
」
「
高
年
闇
や
婦
人
会
の
舎
兄
は
、

遼
肇
運
動
は
や
ら
な
い
」
と
い
っ
た
項

目
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

一
現
在
の
汚
れ
た
馨
の
実
業
み
る

ー
ー
と
き
人
は
、
そ
の
手
を
汚
さ
な
い
た

読
謹
摘
発
熊
羅

一
ま
せ
ん
。

一
し
か
し
；
荒
で
は
き
れ
い
な
馨

二
を
欲
す
る
あ
ま
り
、
民
主
政
治
の
実
現

二
と
い
う
遜
挙
の
本
来
の
目
的
を
忘
れ
、

二
望
窪
め
て
牛
毒
殺
す
よ
う
な
こ
と
に

＝
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
政
治
化
の
時
代
」
と
い
わ
れ
る
ほ

ー
ど
政
治
が
色
柄
の
す
み
す
み
に
ま
で
浸

「
透
し
て
い
る
現
代
に
あ
っ
て
は
、
政
浩

一
は
わ
た
し
た
ち
の
大
き
な
関
心
の
対
象

一
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
し
、
ま
た
、
よ

一
り
よ
い
篇
蕾
む
な
ら
ば
・
繁
に

ー
対
し
て
わ
た
し
た
ち
の
愚
見
を
じ
ゅ
う

細
ぶ
ん
に
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
は
ず
で
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
連

山
　
肇
に
お
い
て
も
わ
た
し
た
ち
は
、
た
だ

一
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
に
鷲
だ
一
サ
＼
だ
け

〓
C
は
な
く
、
わ
た
し
た
ち
の
瑳
む
政
治

二
条
霞
す
る
た
め
に
欝
的
な
行
碧

一
－
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。

泰
露
詳
論
※
謙

二
さ
れ
、
き
き
に
あ
げ
た
よ
う
な
項
目
は

園
開
聞
聞

一
言
う
一
挺
じ
っ
く
り
去
え
て
み
た
い

「ものです。

ニ

　

　

ヵ

調

や

‖

〃

“

罵

q

一

選

挙

結

果

一

　

l

q

ノ

恵

方

バ

ー

・

高

点

几

小

一
本
年
執
行
さ
れ
菱
遺
挙
の
結
果
を

こ
の
と
お
り
寮
喜
、
ま
す
。

「
二
昭
和
三
十
八
年
四
月
九

日
執
行

参
議
院
福
岡
県
選
出
議
員
補

欠
選
挙

当
日
有
権
畜
殺
　
五
、
〇
二
三

投
類
若
緑
数
　
一
二
二
八
四

投
票
率
　
　
　
二
七
・
五
五
劣

有
効
投
票
数
　
一
、
三
三
六

無
効
牧
票
数
　
　
　
　
四
八

候
補
者
別
得
票
数
（
届
出
煩
）

日
本
社
会
党
　
小
宮
市
太
郎

一
、
0
〇
六

昭
和
維
新
連
盟
　
栗
山
清
志

一
七
〇

無
所
属
　
　
　
安
部
∴
∴
五

一
六
〇

二
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
一

七
日
執
行

福
岡
県
知
事
及
び
福
岡
県
総

会
議
良
一
椴
選
挙

当
日
有
縫
者
数
　
五
、
〇
七
〇

投
票
者
総
数
　
　
三
、
八
〇
一

投
票
率
　
　
　
七
四
・
九
七
房

有
効
投
票
数
∴
∴
一
三
七
八
一

無
効
段
票
数
　
　
　
　
二
〇

候
補
者
別
得
票
数
（
届
出
頗
）

日
本
社
会
党
　
う
崎
∴
多
一

一
、
八
一
六

無
所
属
　
　
　
鬼
丸
　
勝
之

「九六五

同
時
遜
拳
の
県
譲
全
議
員
に
つ
い
て

は
熊
襲
票
の
た
め
省
略
し
ま
す
。

三
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
三

十
日
執
行

遠
賀
村
長
及
び
遠
資
材
磁
会

議
員
－
厳
選
華

麗
嵩
議
会
議
員
一
枝
龍
悪
丁

当
日
布
施
著
数
　
五
、
二
三
八

投
東
署
総
数
　
　
困
、
八
九
三

投
票
率
　
　
　
九
三
・
四
一
弟

有
効
投
票
数
∴
∴
∴
四
、
八
六
七

無
効
投
票
数
　
　
　
　
二
六

候
補
著
別
懇
票
数
（
当
通
人
の
み
）

無
所
属
　
荻
生
亜
巳
　
三
七
〇

ク
　
仲
野
　
磐
　
三
岡
四

ク
∴
些
講
　
演

二
七
八
・
七
六
五

二
六
五

二
五
七
・
七
〇
七

小
野
周
太
郎

有
言
茂
也

察
∴
喜
一

近
松
庫
義

柴
田
ア
キ

二
五
七

二
四
四

二
四
三

二
二
四三

二
〇
九

二
〇
四

一
九
二

一
八
七
・
〇
一
毛

二
村
逆
縁
一
八
四

柴
田
治
美

一
八
二
九
七
二

一
九
÷
五
二
六

ク
　
毛
利
軽
夫
一
八
八

ク
　
油
滴
順
一
一
五
七

還
資
材
度
選
挙
は
無
毅
悪
当

選
当
選
人
　
小
川
登
一
郎

四
、
昭
和
三
十
八
年
七
月
－

五
目
執
行

遠
賀
村
接
柴
委
員
会
委
員
一

般
選
挙

当
日
有
権
者
敬
　
　
二
、
八
〇
二

護
妻
憲
数
　
　
　
二
、
一
〇
三

没
票
率
　
　
　
　
七
五
・
〇
玉
屋

有
効
没
票
数
　
　
　
二
、
〇
七
二

無効没票数　　　　　≡

候
補
審
別
縛
票
数
（
当
選
人
の
み
）

無
所
属
　
石
松
∴
薫
　
三
四
〇

ク
　
舛
添
義
光
　
二
四
三

ク
　
太
田
末
吉
　
三
五

ク
　
安
藤
∴
筏
一
六
五

ク
　
仲
山
頼
夫
一
二
先

立
、
昭
和
三
十
八
年
十
一
月

二
十
－
白
執
行

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
腰

龍
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

当
日
有
権
者
数
　
五
、
一
七
四

投
嚢
憲
数
　
　
四
二
一
七
九

投
票
率
　
　
　
八
四
・
六
一
二
劣

有
効
投
票
数
∴
∴
∴
四
、
三
三
九

無
効
毀
票
数
　
　
　
　
四
〇

候
補
老
親
得
票
数
（
届
出
噸
）

日
本
社
会
党
　
松
本
　
七
郎
　
二
七
八

自
由
民
藁
　
三
原
朝
雄二

、
一
二
〇
九

無
所
属
　
　
西
山
種
太
郎
　
　
七

日
本
社
会
党
∴
多
蔽
谷
其
稔
一
六
七

自
由
展
墓
兄
　
野
曳
山
稲
造
　
五
四

日
本
共
産
党
田
代
文
久
　
二
八
七

民
主
社
会
党
伊
藤
卯
四
郎
二
五
〇

日
本
社
会
党
∴
緒
方
孝
男
　
三
〇
四

無
所
属
∴
∴
∴
松
岡
林
道
　
　
○

政
商
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
盃
に
つ

い
て
は
省
略
し
ま
す
。

昭
和
三
十
九
年
成
人
祭
に
つ
い
て

恒
例
の
相
成
大
祭
を
左
記
要
項
に
よ
り
関
催
い
た
し
ま
す
。

一
、
粗
目
、
場
所

昭
和
三
十
九
年
一
月
十
九
日
（
日
）

自
一
〇
・
〇
〇
　
至
二
一
・
〇
〇

遠
賀
中
学
校
講
堂

二
、
行
事
　
受
付
　
九
・
三
〇
－
一
〇
・
〇
〇

式
典
一
〇
・
〇
〇
－
一
〇
・
三
〇

記
念
講
話
一
〇
二
一
〇
－
一
一
、
三
〇

（
講
師
交
渉
中
）

中
　
食
　
一
一
・
三
〇
－
一
二
・
〇
〇

三
、
当
日
の
服
饗
に
つ
い
て
お
願
い

当
日
の
服
装
に
つ
い
て
は
華
美
な
服
装
（
特
に
女
性
の
訪

問
浮
薄
用
）
で
な
く
外
出
着
と
し
、
本
科
の
新
生
活
運
動

に
脇
力
し
て
下
さ
い
。

四
、
対
縁
者
∴
頗
和
十
八
年
一
月
十
六
日
よ
り
昭
和
十
九
年

一
月
十
五
日
ま
で
の
揖
生
者



腫上和38年12月25　日　発行　　（4）

昭
和
約
年
度
か
ら
固
定
資
産
説
は

ど
の
よ
う
に
変
る
か

固
定
資
産
再
評
価
の
理
由
と
そ
の
内
容

がんお寵村

一
、
昭
和
3
9
年
度
の
固
定
資

産
税
か
ら
固
定
資
産
の
評

価
は
、
薪
し
い
評
価
の
方

法
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
ま

す。
0
0
　
固
定
資
産
の
評
価
が
新
し
い
評
価

の
方
法
に
よ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、

土
地
、
家
屋
及
び
償
却
資
産
の
各
資
産

委
通
じ
て
適
正
で
均
衡
の
と
れ
た
坪
価

を
行
な
う
為
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
轟

価
の
方
法
が
改
め
ら
れ
る
部
に
よ
っ

て
、
従
来
の
評
価
額
と
は
変
動
が
坐
ず

る
田
と
な
り
ま
す
が
、
呼
値
紙
の
変
動

は
、
適
正
な
秤
佃
と
い
う
ね
ら
い
か
ら

出
て
く
る
む
の
で
あ
っ
て
、
本
来
、
負

担
の
増
大
寿
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

S
　
現
在
、
土
地
、
家
居
及
び
償
却
資

産
の
冬
資
産
喜
連
ず
る
評
価
が
樋
め
て

不
均
衡
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
妓
近
の

著
し
い
地
価
の
騰
勢
に
応
じ
て
土
地
の

評
価
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
事

に
よ
る
も
の
で
す
。
家
屋
や
償
却
資
産

を
も
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の
評
価
額
が

時
価
と
余
り
相
違
な
い
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
し
ょ
う
が
、
土
地
、
特
に

宅
地
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
そ
の

諦
佃
領
が
時
価
妄
語
し
く
下
廻
っ
て
、

時
価
に
比
べ
れ
ば
五
分
の
一
と
か
、
十

分
の
一
と
か
い
う
よ
う
な
割
合
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
、
容
易
に
お
分
り
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
同
じ
閏
定
資
産
税
と

い
う
税
金
に
お
い
て
、
土
地
の
評
価
額

の
み
が
低
く
て
よ
い
と
い
う
理
由
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
適
正
な
評

価
と
い
う
点
か
ら
い
っ
て
も
、
適
正
な

評
価
に
よ
る
負
担
の
公
平
と
い
う
点
か

ら
い
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
評
価
の
不

均
衡
を
い
つ
ま
で
も
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
事
は
詐
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
こ

の
よ
っ
な
評
価
の
不
均
衡
を
是
正
す
る

為
に
、
新
し
い
譜
価
の
方
法
に
よ
っ
て

固
定
資
産
の
商
評
価
表
行
な
う
班
と
な

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

㈲
∴
新
し
い
辞
価
方
法
の
も
と
に
お
い

で
は
、
固
定
資
産
の
評
価
に
あ
た
っ
て

求
め
ら
れ
る
べ
き
固
定
資
産
の
適
正
な

評
価
と
は
、
土
地
、
家
屋
及
び
償
却
資

産
の
各
資
漣
を
通
じ
、
正
常
な
条
件
の

も
と
に
お
い
て
取
引
さ
れ
る
価
格
は
土

地
に
つ
い
て
は
需
山
実
例
価
格
か
ら
疎

さ
出
さ
れ
る
取
引
価
格
、
家
庭
に
つ
い

て
は
甫
建
築
価
格
、
償
却
資
産
に
つ
い

て
は
取
得
価
格
を
そ
れ
ぞ
れ
基
準
と
し

て
求
め
る
押
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
一
、
評
価
の
結
果
起
る
税
負

担
の
変
動
は
当
然
調
整
さ

れ
ま
す
。

㈲
∴
新
し
い
評
価
方
法
の
う
ち
家
屋
及

び
償
却
資
産
の
評
価
方
法
は
従
来
の
方

法
と
木
組
的
に
は
異
な
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
評
価
額
も
、
ま
た
、

従
来
の
評
価
額
と
あ
ま
り
変
動
す
る
事

は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
土
地
の
従

来
の
評
価
は
、
い
ろ
ん
な
理
由
に
よ
っ

て
評
価
額
の
引
上
げ
を
抑
え
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
新
し
い
評
価
方
法
に
よ
る

場
合
に
は
、
地
目
に
よ
っ
て
相
違
は
あ

り
ま
す
が
か
な
り
引
き
上
げ
ら
れ
る
も

の
も
出
て
参
り
ま
す
。
し
か
し
、
土
地

の
評
価
教
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
は
、

引
上
げ
に
よ
っ
て
適
正
で
均
衡
の
と
れ

た
評
価
宕
確
保
す
る
為
の
も
の
で
あ
っ

て
、
坪
価
額
の
引
上
げ
に
よ
っ
て
そ
の

ま
ま
負
担
の
蹄
夫
を
求
め
よ
う
と
す
る

為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
土
地
の
評
価
数

が
2
な
い
し
3
倍
に
な
っ
た
り
6
な
い

し
7
倍
に
な
っ
た
と
し
て
も
瞳
ち
に
そ

の
負
担
が
2
な
い
し
3
僻
と
か
、
6
な

い
し
1
倍
に
な
る
と
い
う
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
負
担
の
適
正
化
は
別
添
の
観

点
を
加
え
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
り
ま
す
。
故
に
坪
価
額
の
変
動
の
状

況
に
み
あ
っ
て
当
然
の
税
負
担
の
調
盤

が
行
な
わ
れ
る
垂
と
な
っ
て
い
ま
す
。

㈲
　
現
祉
市
町
村
の
蒋
価
事
務
は
進
行

中
で
す
の
で
、
残
念
な
が
ら
、
ま
だ
、

土
地
家
屋
、
償
却
資
産
の
好
個
豹
が
ど

の
よ
っ
に
変
動
す
る
か
に
つ
い
て
正
確

な
見
通
し
表
立
て
る
印
は
出
来
ま
せ

ん
。
た
だ
、
土
嘩
指
に
宅
地
の
評
価

郷
は
相
当
引
き
上
げ
ら
れ
る
華
に
な
る

も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
具

体
的
に
土
地
、
露
笈
び
償
却
資
産
の

変
動
の
状
況
が
わ
か
っ
て
く
れ
は
、
そ

の
変
動
の
状
況
に
み
あ
っ
て
聞
定
資
産

税
の
税
負
担
の
調
整
が
行
な
わ
れ
る
揮

と
な
り
ま
す
。

㈲
　
税
負
担
の
調
整
が
ど
の
よ
う
に
行

な
わ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
税
制

調
発
会
が
鋭
恕
調
護
検
討
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
結
論
を
ま
っ
て
政
痛
が

羅
鯛
の
内
容
を
具
体
的
に
定
め
る
平
と

な
り
ま
す
が
、
今
次
の
評
価
方
法
の
改

正
が
固
定
資
産
評
価
制
腰
弱
盃
会
の
答

申
に
拳
つ
い
て
行
な
わ
れ
る
申
と
な
っ

た
い
き
さ
つ
か
ち
み
て
、
基
本
的
に

は
、
固
定
資
産
評
価
制
度
調
盃
会
の
答

申
の
趣
旨
を
尊
重
し
て
行
な
わ
れ
る
串

に
な
る
も
の
と
碧
え
ら
れ
、
一
応
、
税

率
の
引
下
げ
と
課
税
摸
雅
の
特
例
と
が

併
用
さ
れ
る
専
と
な
る
単
が
予
想
さ
れ

ます。
㈲
　
し
た
が
っ
て
、
個
々
の
納
税
者
の

方
の
負
担
が
急
激
に
粕
加
す
る
事
は
あ

り
ま
せ
ん
。
農
地
の
評
価
教
の
上
昇
割

合
は
少
な
い
の
で
税
率
の
引
下
げ
が
行

な
わ
れ
れ
ば
殆
ん
ど
負
担
は
変
動
し
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
宅

地
の
評
価
数
は
か
な
り
引
き
上
げ
ら
れ

る
邸
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
家
屋
及
び

償
却
資
産
を
通
じ
て
そ
の
負
担
に
急
激

な
変
動
の
生
じ
な
い
よ
う
に
一
定
限
度

の
負
担
に
止
め
ら
れ
、
山
林
そ
の
他
の

地
目
に
つ
い
て
も
負
担
の
湘
加
は
一
定

限
度
に
止
め
ろ
れ
る
事
に
な
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

㈲
　
固
定
資
産
の
再
評
価
は
、
あ
く
ま

で
も
、
秤
価
を
適
正
に
し
て
公
平
な
負

担
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
の
で
、
評
価
薮
の
変
動
の
状
況
に
よ

っ
て
、
負
担
の
増
加
す
る
著
も
あ
り
ま

す
し
、
ま
た
、
負
担
の
減
少
す
る
著
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
負
担
の
瑠
加
す

る
者
に
つ
い
て
は
、
増
加
は
、
そ
の
納

税
者
の
納
得
出
来
る
一
定
限
度
に
止
め

ら
れ
る
車
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
よ

う
に
、
固
定
資
産
の
函
蒋
価
に
よ
っ
て

負
担
の
変
動
は
坐
ず
る
草
と
な
り
ま
す

が
、
負
担
の
調
整
が
行
な
わ
れ
る
華
に

よ
っ
て
、
大
多
数
の
納
税
者
の
負
担
に

は
大
き
い
変
動
が
生
じ
な
い
草
と
な
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
土
地
の
評
価
額
が

5
倍
に
も
6
倍
に
も
な
っ
た
か
ち
と
い

っ
て
、
す
ぐ
に
負
担
が
5
倍
に
も
6
倍

に
も
な
る
と
い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
る

と
し
た
ら
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
間
違
い

で
す
。
特
に
宅
地
の
所
有
者
に
つ
い
て

は
、
萩
焼
に
は
償
却
流
麗
と
の
総
合
負

担
を
通
じ
て
調
擬
を
行
な
い
、
急
激
な

負
担
の
蝉
加
を
も
た
ら
す
こ
と
の
な
い

よ
う
検
討
さ
れ
る
亦
と
な
り
ま
し
ょ

う
。
昭
和
三
十
九
年
睦
か
ら
固
定
資
産

税
の
負
担
が
4
倍
に
も
5
倍
に
も
な
る

と
か
、
1
0
倍
に
も
な
る
と
か
い
う
事
を

い
う
者
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は

蒋
価
額
の
引
上
げ
を
放
ち
に
負
担
の
引

上
げ
と
取
り
ち
か
え
た
番
で
あ
り
、
た

め
に
す
る
護
胴
と
い
っ
て
も
よ
い
と
思

い
ま
す
。
固
定
資
塵
の
画
評
価
に
よ
っ

て
固
定
資
産
税
の
負
担
が
4
倍
に
を
5

倍
に
も
な
る
と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
、
闘
定
資
産
愕
評

価
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
さ
れ
て
、
御
協

力
を
鵬
わ
る
よ
っ
お
願
い
致
し
ま
す
。

所
得
税
の
青
色
申
告
に
つ
い
て

高
包
囲
告
の
鮒
暖
は
正
弦
な
記
帳
を

す
る
納
税
者
の
藤
堂
薗
る
た
め
設

け
ら
れ
、
所
得
の
計
算
や
納
税
の
手

続
の
う
え
で
色
々
の
特
典
が
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
普
通
の
納
税
者

（
膏
色
申
告
者
に
対
し
て
白
色
申
告

者
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）
と
区
別
す

る
た
め
青
色
の
申
告
評
を
拠
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
営
業
者
等

の
専
業
所
得
者
、
不
動
産
ま
た
は
山

林
所
得
者
で
新
た
に
青
色
申
告
を
し

よ
う
と
す
る
場
合
は
、
そ
の
年
の
一

月
一
円
か
ら
一
定
の
岐
稲
毛
そ
な
え

つ
け
、
日
々
の
取
引
の
正
確
な
記
帳

素
継
続
す
る
と
と
も
に
3
月
1
6
日

ま
で
に
粛
色
申
告
承
認
柴
累
峯
所

酢
税
務
碧
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

らない。，

く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
に
お
尋

ね
下
さ
い
。
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あ
な
た
は

住
民
登
録
を
し
て
い
ま
す
か

規
則
を
守
っ
て
楽
し
い
狩
猟
を

し
かんお報村

『
住
民
票
は
入
学
・
進
学
・

就
職
・
相
続
・
不
動
産
売
買

・
パ
イ
ク
等
の
免
許
証
に
は

必
ず
必
要
な
も
の
で
す
』

個
の
両
町
村
か
ら
拡
大
し
た
り
、
村

内
下
部
潟
斎
杉
的
し
た
時
は
必
ず
住
民

登
録
の
手
続
き
え
ー
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
手
続
き
を
米
だ
済
ま
し

て
お
ら
な
い
方
が
時
々
お
ち
れ
ま
す

が
、
こ
れ
ち
の
人
は
、
子
俵
さ
ん
の
入

営
や
潰
職
等
必
要
な
暗
に
役
窮
に
来
て

「
今
日
と
こ
そ
こ
に
住
民
票
を
持
っ
て

行
が
ん
と
何
々
が
駄
目
に
な
る
か
ら
へ
「

す
く
作
っ
て
呉
」
と
係
に
請
求
さ
れ
る

が
、
旅
と
し
て
は
必
婁
な
と
き
は
本
筋

地
に
樵
会
し
ま
す
の
で
、
そ
の
日
に
作

っ
て
や
れ
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
上
う
な
と
き
「
税
金
は
払
い
よ
ろ
う

が
」
土
が
「
役
甥
か
ら
何
々
の
通
知
も

葉
て
い
る
か
ち
燈
が
住
ん
で
い
る
こ
と

は
裡
場
で
は
判
っ
て
い
る
筈
だ
」
等
と

係
に
・
付
き
こ
と
を
オ
ッ
シ
ャ
ル
が
、
肝

心
な
手
続
が
し
て
な
い
の
で
；
」
れ
に

は
係
も
間
口
し
て
い
ま
す
。

若
し
あ
な
た
が
住
民
番
線
を
米
だ
し

な
い
で
住
ん
で
お
れ
ば
大
至
急
に
手
続

差
し
て
下
さ
い
。

役
場
で
は
佳
良
登
録
を
各
棚
の
台
帳

と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
事

な
通
知
が
あ
な
た
に
轟
か
な
い
よ
っ
な

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
後
で
は
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
倍
憲
寧
霧
ま
し
て
下
さ

佳
良
蔽
錬
の
し
方

1
　
遠
浅
村
に
転
入
し
た
と
き

先
ず
最
初
に
部
落
区
長
よ
り
住
民
移

動
属
（
役
場
に
も
あ
り
ま
す
）
奮

い
、
住
民
移
動
局
奮
菱
の
上
役
舞

住
民
係
で
佗
氏
登
録
ネ
す
る
）

2
　
村
外
転
出
す
る
と
き

郵
滋
陸
奥
よ
り
転
出
先
表
明
示
し
た

住
民
移
動
局
薫
っ
て
役
揚
佳
良
係

で
転
出
手
続
き
を
す
る
。

十
一
月
二
日
か
ー
乍
ハ
ン
タ
ー
門
型

の
狩
猟
解
禁
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
と

し
の
三
月
に
は
狩
猟
法
が
改
正
さ
れ
、

と
く
に
鳥
獣
の
保
護
に
重
点
が
お
か

れ
、
適
正
な
計
画
的
調
猟
が
行
な
わ
れ

る
よ
っ
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

ち
の
狩
猟
シ
ー
ス
ン
を
明
る
く
楽
し
い

も
の
と
す
る
た
め
に
、
つ
き
の
点
は
固

く
守
ら
れ
る
よ
っ
お
願
い
し
ま
す
。

狩
猟
す
る
時
の
注
意
事
項

◇
狩
猟
篭
獣
い
か
い
の
優
書
経
宗
純

雑
し
な
い
こ
と
。

◇
法
定
猟
臭
い
か
い
の
猟
典
お
よ
び
禁

止
独
英
を
使
用
し
な
い
こ
と
．

（
／
日
の
出
、
日
没
後
お
よ
び
証
街
地
、

そ
の
は
か
人
家
密
蕪
地
域
や
人
が
た

く
さ
ん
集
ま
る
所
で
は
、
銃
猟
を
し

な
い
こ
と
．

ら
二
日
の
謝
絶
定
数
も
厳
守
す
る
こ

と
i

な
お
、
以
上
の
制
限
事
項
に
歳
皮

す
る
と
聞
せ
ら
れ
ま
す
の
で
こ
洋
品

く
だ
さ
い
。

長
三
一
十
才
未
満
の
未
成
年
者

は
。
絶
対
に
狩
猟
は
で
き
ま
せ
ん
。

よ
く
未
成
年
者
が
空
気
銃
を
も
っ
て

ス
ス
メ
や
モ
ス
（
保
護
鳥
）
を
と
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
法
秘
造
反

で
、
一
年
以
下
の
削
金
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
っ
な
事
実
を
見
か
け

ま
し
た
ら
．
ぜ
ひ
み
な
さ
ま
方
で
注

遷
し
て
や
め
さ
せ
る
よ
っ
に
し
て
く

だ
さ
い
。

滋、捜

マ
ッ
チ
・
煙
葺
の
不
始

末
に
多
い
火
事
の
原
因

欣
幸
全
国
火
災
手
駒
運
動
が
十
一
月

二
丁
六
日
か
ち
「
二
月
二
日
ま
で
の
一

週
間
全
国
的
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、

昨
年
一
年
間
の
全
国
の
火
災
発
生
件
数

は
出
方
八
千
九
膏
八
十
ハ
件
と
記
録
的

な
心
の
と
な
り
、
四
万
四
千
五
両
む
ね

の
建
物
を
焼
失
し
、
同
車
億
円
の
韻
宮

繍
去
年
じ
ま
し
た
。
ま
た
。
こ
の
火
災

で
一
万
六
千
名
が
り
災
し
、
死
者
は
八

日
五
－
名
、
負
蟹
寄
八
手
二
五
七
十

名
と
い
う
人
命
表
現
衡
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
火
災
は
∵
八
〇
計
か
ち
九

〇
晋
が
人
の
過
失
に
よ
っ
て
発
生
し
て

お
り
、
わ
た
し
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り

が
、
じ
時
う
ぶ
ん
注
意
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
大
半
の
火
災
は
駒
く
こ
と
が
で

き
る
わ
け
で
す
。
火
災
の
原
因
は
一
番

身
近
な
マ
ッ
チ
と
た
ば
こ
の
不
葉
が

多
く
、
例
年
ト
ッ
プ
を
争
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
最
近
は
、
液
体
・
ガ
ス
燃
溺

怒
典
に
よ
る
火
災
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
火

災
の
原
因
か
ら
み
て
も
、
家
庭
の
わ
ず

か
な
准
風
力
で
防
く
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
す
「
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
は
火

災
の
一
番
多
い
季
節
で
す
が
、
家
族
一

緒
に
な
っ
て
心
を
合
わ
せ
、
み
ん
な
で

火
の
用
心
に
心
か
け
、
火
災
予
防
に
万

全
を
期
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

陸
海
空
自
衛
官
募
集
中

◎
受
付
期
間

◎
応
募
資
格

◎
採
用
人
員

⑥
給
　
　
与

⑥
身
　
　
分

◎
身
体
合
砲

基
　
　
準

◎
志
願
手
続

酷
和
三
上
八
年
十
一
万
一
日
－
昭
和
三
十
九
年
一
一
月

二
十
九
円
の
閏

満
十
八
才
以
上
二
十
五
才
末
薄
の
日
本
国
繊
毛
有
す

る
男
子
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

一
一
等
陸
士
　
約
七
、
一
〇
〇
名

標
朋
子
定
期
日
（
入
隊
）
一
月
、
二
月
三
月
卜
旬

二
等
海
士
　
約
「
三
〇
〇
名

標
闇
雲
縞
筒
（
入
蝶
）
一
一
斤
下
旬

一
．
寧
空
士
　
約
「
六
〇
〇
令

妹
庸
子
定
期
は
（
入
隊
）
三
月
下
旬

初
任
給
　
手
取
一
〇
、
一
〇
〇
日
　
衣
食
住
田
負
担

（
実
質
給
与
一
三
、
0
0
0
円
）
　
年
一
同
鼻
紙

賞
与
　
聖
二
同
　
年
間
三
、
七
五
ケ
月
分
（
三
八
、

一
〇
、
一
ベ
ア
の
予
定
）

特
別
国
訴
公
務
員
、
十
五
年
で
年
金
が
受
診
C
き
ま

す。身
長
一
五
堯
／
㍍
以
上
、
胸
囲
は
仕
種
身
長
に
榔
応

す
る
も
の
、
視
力
・
裸
眼
○
∴
ハ
以
上
叉
は
裸
限
視

力
〇
・
一
以
上
で
矯
注
視
カ
〇
・
八
以
上
、
そ
の
他

の
疾
患
伝
染
病
・
触
煉
疾
患
等
の
な
い
も
の
、
不
良

蔓
C
な
い
誓

市
区
町
村
役
場
文
は
自
衛
隊
恕
岡
地
方
連
絡
部
北
九

州
要
所
か
ら
志
肺
葉
を
受
け
、
必
要
箋
記
入
の
う

え
融
通
役
所
に
提
雄
揺
示
素
受
け
て
下
さ
い
。
細
浦

に
つ
い
て
は
役
場
住
民
係
又
は
自
衛
隊
福
岡
地
方
遮

維
離
北
九
州
支
所
に
聞
合
せ
て
下
さ
い
。
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冬
期
に
お
け
る
水
道
管
の
凍
結
及

び
破
損
の
院
庄
対
策
に
つ
い
て

而んお報村

冬
期
に
薫
雷
の
凍
結
及
び

破
頴
が
発
生
し
、
給
水
に
支
配
を
き
た

ー
ま
す
の
で
、
左
記
事
項
留
恵
の
L
事

故
の
未
然
防
止
に
御
薗
力
願
い
ま
す
。

一
、
凝
結
に
対
し
、
く
る
置
き
束
の
間

葉
し
て
お
く
。

「
竣
閥
笠
は
、
特
に
少
し
ず
つ
水
を

損
し
て
お
い
て
凍
結
を
防
く
。

「
水
道
篤
の
露
出
部
に
は
、
「
ポ

ロ
」
や
「
ナ
ワ
」
等
表
准
き
防
譜
す

る。
一
、
水
が
訊
な
い
か
ら
と
ー
し
［
二
し
燕
滋

を
か
け
な
い
こ
と
。

次
に
特
に
惹
用
者
に
知
っ
て
台
ら
い

た
い
水
道
の
規
則
を
連
記
し
ま
し
た
の

で
、
よ
く
覚
え
て
い
て
下
さ
い
。

『
蕪
村
簡
易
水
道
給
水
条
例

（抜拳）

聖
ハ
粂
　
給
水
栓
以
外
の
給
水
設
備
は

特
に
指
示
す
る
部
分
の
外
、
之
に
触

れ
又
は
、
開
閉
す
る
事
は
出
来
な

館
十
条
∴
給
水
設
備
の
新
設
、
相
投
、

変
更
、
條
維
及
び
撤
去
工
事
（
以
下

「
工
事
」
と
い
う
）
を
し
よ
う
と
す

る
著
は
あ
あ
か
じ
め
相
異
に
申
込
ま

ね
ば
な
ら
な
い
。

3
　
郡
家
者
で
本
村
に
現
住
し
な
い
者

は
待
避
人
を
選
定
－
遥
嬰
の
上
請
求

す
る
も
の
と
す
る
。
設
備
後
現
住
し

な
い
よ
っ
に
な
っ
た
し
ま
赤
同
じ
。

第
十
九
条
∴
給
水
の
使
用
園
始
、
中
正

又
は
廃
止
す
る
揚
合
は
、
前
日
迄
に

之
を
請
求
す
る
も
の
と
す
る
。

但
し
給
水
競
所
有
者
で
な
い
謡
が

絵
水
棲
柏
の
閑
始
奈
…
求
す
る
時
は

所
有
者
の
承
認
を
得
て
請
求
す
る
。

蟹
二
十
重
条
∴
左
の
各
号
の
一
に
該
当

し
た
と
き
は
、
第
一
号
に
付
て
は
完

納
に
至
る
迄
第
二
号
以
下
に
何
て
は

相
当
期
間
給
水
を
停
止
す
る
。

三
、
罷
水
器
の
作
用
を
妨
零
し
、
其
の

他
給
水
料
の
輔
脱
え
譲
っ
た
と
き

聞
、
渡
に
給
水
設
敵
の
異
動
改
造
、
又

は
珊
鼓
を
為
し
た
と
ぎ

れ
、
本
条
令
に
定
め
た
属
地
の
手
続
き

を
怠
り
、
又
は
－
諭
偽
の
属
邦
を
為
し

た
る
と
き

遠
賀
村
廟
易
水
道
給
水
条
例
施

行
規
則
（
按
拳
）

窮
四
条
∴
上
水
使
用
者
は
罷
水
撃
需

潔
に
保
持
し
装
肝
の
場
所
に
点
検
又

は
権
現
に
安
雄
喜
色
ず
べ
き
物
件
を

輝
い
て
は
な
ら
な
い
。

2
∴
前
頭
に
よ
り
艇
水
落
の
位
滝
を
不

適
当
と
認
め
た
る
と
き
は
、
そ
の
位

蹄
を
所
有
者
又
は
使
用
者
の
負
担
を

も
っ
て
変
更
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き

る
第
九
集
∴
村
史
は
次
の
蛾
合
に
於
て
は

給
水
鯖
を
切
断
す
る
こ
と
が
で
き

る。
「
∵
給
水
設
繍
所
有
者
が
六
十
日
以
上

所
存
不
明
で
か
つ
使
用
者
が
な
い
と

き
「
、
水
道
使
用
焼
直
の
状
態
に
あ
っ
て

将
来
使
用
の
見
込
が
な
い
と
き

行
政
相
談
委
員
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

（
行
政
管
理
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ
）

ノ
何
故
相
違
奮
H
と
い
う
名
前
右
脚
存

知
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
名
聞
を
も
つ
人
が
幽
和
三
十
六

年
以
来
皆
さ
ん
の
住
ん
で
お
ら
れ
る
市

町
村
に
は
必
ち
ず
お
ち
れ
ま
す
。
私
達

が
隼
田
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
道
税
、

鉄
道
、
娃
地
裁
は
税
金
な
ど
は
い
ず
れ

も
行
政
、
つ
ま
り
お
役
所
の
仕
事
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
お
役
所

の
仕
事
は
蒋
さ
ん
の
仕
涼
の
す
み
す
み

ま
で
関
係
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
お
役
所
サ
ー
ビ
ス
が
思
い

と
き
、
た
と
え
は
窓
口
が
不
親
切
で
あ

る
と
か
仕
岬
が
連
れ
す
ぎ
る
と
か
い
う

時
は
ど
う
し
た
ち
ょ
い
で
し
ょ
う
が
？

密
接
そ
の
窓
口
に
苦
情
を
持
ち
込
ん
で

解
決
し
て
も
ら
う
の
か
一
番
手
っ
と
り

早
い
方
法
で
す
。
し
か
し
沌
接
苦
悩
を

持
ち
込
ん
で
も
さ
っ
ぱ
り
改
め
て
く
れ

な
い
、
あ
る
い
は
龍
接
文
句
を
い
う
は

気
が
ひ
け
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
こ
う
い
う
時
、
皆
さ
ん
の
不
平

本
絹
そ
っ
け
つ
け
て
解
決
し
て
行
く
た

め
設
け
ら
れ
た
の
が
行
政
相
談
香
H
の

鯛
娃
な
の
で
す
。

嘗

行
政
相
接
委
櫨
へ
相
談
し
た
こ
と
は

各
県
の
行
政
驚
篤
へ
同
さ
れ
ま
す
、

行
政
監
察
高
は
検
討
の
土
関
係
宮
庁
に

対
し
皆
さ
ん
の
蓄
岩
伝
え
て
解
決
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
現
在
全
国
に
一
千
六
直
れ
上

糸
の
委
鼠
が
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
に
お

り
、
特
権
の
相
談
相
手
と
な
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
昨
年
は
全
国
約
三
万
作
以

上
の
お
役
所
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
を
受

け
つ
け
、
そ
の
殆
ん
ど
を
解
決
し
て
い

ます。と
か
く
私
達
は
お
役
所
仕
事
に
つ
い

て
は
た
ま
り
が
ち
な
も
の
で
す
ご
て
れ

で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
私
達
の
生
活

は
明
る
く
な
り
ま
せ
ん
∵
町
政
黍
農
に

遠
慮
な
く
相
談
し
て
†
さ
い
。
今
後
は

こ
う
し
た
よ
い
御
慶
毛
大
い
に
活
用
し

て
、
行
政
面
に
沓
さ
ん
の
濫
妃
を
反
映

さ
せ
、
私
達
の
仕
狂
煮
出
か
に
し
て
ゆ

き
た
い
も
の
で
す
。

尚
本
村
行
政
相
識
委
員
は

遥
鉄
材
大
手
尾
崎

高
崎
　
博
愛
氏
で
す
∪

謡
轟
聖

和
例
の
昭
和
三
十
九
年
違
算
龍
雄
肋

間
出
初
式
表
左
記
の
と
お
り
閲
鶴
し
ま

す。

一
、
日
時
∴
樹
廟
－
十
九
年
一
月
1

五
日
（
火
）

二
、
場
所
　
追
使
中
掌
段
々
磨

役
場
の
年
末
年
始
の

休
暇
及
び
軍
務
殿
敬

に
つ
い
て
お
知
ら
せ

休
暇
瑚
脚
∴
本
年
十
万
二
「
九
日

（
日
）
か
ち
新
年
－
月

三
日
（
金
）
ま
で

た
だ
し
戸
籍
事
務
の
う
ち
、
出
生
届
、

死
亡
属
等
歳
出
期
間
に
定
め
の
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い
を
い
た
し

ま
す
の
で
当
睦
へ
所
柄
卜
き
い
。

薬
の
正
し
い
使
い
方

最
近
の
医
・
薬
学
の
発
証
は
め
ざ
ま

し
く
、
迎
E
l
新
し
い
薬
が
研
究
さ
れ
売

り
潰
さ
れ
て
い
ま
す

そ
こ
で
県
や
村
は
薬
事
関
係
諸
の
後

擬
を
え
て
、
村
民
の
居
さ
ん
に
正
し
い

薬
の
知
識
を
普
及
し
、
保
健
術
坐
の
同

士
と
健
康
の
粗
造
表
図
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
薬
を
用
い
る
場
合
の
極
暑
貢

体
的
に
の
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

架
を
買
う
場
合

●
薬
は
正
規
の
薬
局
か
塵
訳
書
鼓
売
業

者
か
ら
貰
う
こ
と
。

○
医
師
の
処
方
隻
に
上
り
薬
剤
繭
に
相

談
の
上
で
撃
つ
こ
と
。

○
薬
の
表
示
や
外
稿
に
洋
患
す
る
こ
と

○
定
価
よ
り
不
当
に
安
い
葉
は
信
用
で

き
な
い
こ
と
。

薬
を
使
う
場
合

○
葉
は
適
龍
に
。

e
使
用
法
に
し
た
が
っ
て
正
し
く
飲
む

こと。

○
凝
わ
し
い
薬
は
被
わ
な
い
こ
と
。

0
乱
用
を
し
な
い
こ
と


